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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光を放出する発光管を備え、プロジェクタの筐体を上下反転して投写可能なプロジ
ェクタに用いるための照明装置であって、
　前記プロジェクタの筐体を通常の設置状態にして投写する場合及び前記プロジェクタの
筐体を通常の設置状態から上下反転した設置状態にして投写する場合のいずれの場合にも
、下降気流によって前記発光管を冷却する冷却装置と、
　冷却用の第１通気路および第２通気路を有する照明装置収納筐体と、
　この照明装置収納筐体内に配設され、前記両通気路に連通可能な複数の流通口を有する
リフレクタと、
を備え、
　前記冷却装置は、前記リフレクタ内に下降気流のみを形成するための流路切り換え装置
を有し、
　この流路切り換え装置は、前記両通気路を選択的に開閉する開閉装置からなることを特
徴とする照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置において、前記流通口が前記リフレクタの上下部に配置され
ていることを特徴とする照明装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の照明装置において、前記開閉装置が、前記プロジェクタの筐体の上下
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反転動作によって開閉するシャッタを有することを特徴とする照明装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の照明装置において、前記開閉装置が、自動又は手動によって
開閉するシャッタを有することを特徴とする照明装置。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれかに記載の照明装置において、前記リフレクタには、光束射出方
向の反対側に開口する流通口が設けられていることを特徴とする照明装置。
【請求項６】
　照明光を射出する照明装置と、
　この照明装置から射出された照明光を複数の色光に分離する色分離光学系と、
　この色分離光学系によって分離された各色光をそれぞれ変調して画像を形成する複数の
電気光学変調装置と、
　これら複数の電気光学変調装置から射出された変調光を合成する色合成光学系と、
　この色合成光学系によって合成された画像を投写面上に投写表示する投写光学系とを備
えたプロジェクタにおいて、
　前記照明装置は、請求項１～５のいずれかに記載の照明装置であることを特徴とするプ
ロジェクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、照明装置及びこれを備えたプロジェクタに関する。
【０００２】
【従来の技術】
プロジェクタの照明装置においては、光源ランプを冷却する冷却装置が必要とされる。し
かしながら、冷却装置の冷却が不足すると、特に発光管の上側部において温度が上がりす
ぎて例えば１１００℃以上にまで上がると、ガラスの白濁や発光管の変形が発生してしま
う。一方、冷却が過剰になると、特に発光管の下側部において温度が下がりすぎて例えば
６００℃以下にまで下がると、発光管中のガス蒸気圧が低くなりすぎて、発光管の寿命が
短くなったり、輝度の低下や光のスペクトル特性の劣化のため画質が低下したりしてしま
う。
【０００３】
このため、ガラスの白濁やランプの変形の発生を防止するために発光管上側部の過度の温
度上昇を、また発光管の寿命が短くなったり画質が低下したりするのを抑制するために発
光管下側部の過度の温度低下をそれぞれ抑制することが必要とされる。すなわち、発光管
の上側部にあっては十分に冷却されることが重要となり、一方発光管の下側部にあっては
過度に冷却されないことが重要となる。
【０００４】
図８は、従来の照明装置の構造を示す断面図である。この照明装置は、図８に示されるよ
うに、発光管８０５の収容空間（リフレクタの内部空間）に上方から下方に向かういわゆ
る下降気流によって発光管等を冷却するための冷却装置が組み込まれている。このため、
この照明装置によれば、発光管上側部の過度の温度上昇を抑制できるためガラスの白濁や
発光管の変形の発生を防止することができ、発光管下側部の過度の温度低下を抑制できる
ため発光管の寿命が短くなったり画質が低下したりするのを抑制することができる。
【０００５】
この照明装置においては、光源ランプ筐体（ランプハウジング）の通気路を介してリフレ
クタ内に下降気流が流れ込み、この空気流によってリフレクタ内の発光管が冷却されるよ
う構成されている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００６】
【特許文献１】
特開平８－１８６７８４号公報（図７）
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【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、プロジェクタには、プロジェクタの筐体を通常の設置状態にして使用する場合
のみならず、プロジェクタの筐体を通常の設置状態から上下反転した設置状態（天吊りの
設置状態）にして投写するものがある。
このようなプロジェクタにおいては、プロジェクタの筐体を通常の設置状態にして使用し
た場合にはリフレクタ内に上方から下方に向かう下降気流が形成されるが、プロジェクタ
の筐体を天吊りの設置状態にして使用した場合にはリフレクタ内に下方から上方に向かう
上昇気流が形成されることになる。
【０００８】
このため、天吊りの設置状態にしてプロジェクタを使用すると、発光管の上側部にあって
は十分な冷却を行うことが容易ではなくなるため、ガラスの白濁や発光管の変形の発生を
防止することが容易ではなくなるという問題があった。一方、空気流の流速を上げるなど
して発光管の上側部を十分に冷却しようとすると、発光管の下側部にあっては過度に冷却
されてしまい、ランプ寿命が短くなったり画質が低下したりしてしまうという問題があっ
た。
【０００９】
そこで、本発明は、このような問題を解決するためになされたもので、プロジェクタの筐
体を通常の設置状態にして使用する場合及びプロジェクタの筐体を天吊りの設置状態にし
て使用する場合のいずれにおいても発光管の良好な冷却を行うことができ、もって、ガラ
スの白濁や発光管の変形及び発光管の短寿命化や画質の低下を抑制することができる照明
装置及びこれを備えたプロジェクタを提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
（１）本発明に係る照明装置は、照明光を放出する発光管を備え、プロジェクタの筐体を
上下反転して投写可能なプロジェクタに用いるための照明装置であって、前記プロジェク
タの筐体を通常の設置状態にして投写する場合及び前記プロジェクタの筐体を通常の設置
状態から上下反転した設置状態にして投写する場合のいずれの場合にも、下降気流によっ
て前記発光管を冷却する冷却装置をさらに備えたことを特徴とする。
【００１１】
このため、本発明の照明装置によれば、通常の設置状態のみならず天吊りの設置状態にし
てプロジェクタを使用しても、下降気流が形成される。このため、発光管の上側部にあっ
ては十分に冷却されるとともに、発光管の下側部にあっては過度に冷却されることはない
良好な冷却を行うことが可能となる。このため、ガラスの白濁や発光管の変形及び発光管
の短寿命化や画質の低下を抑制することができる照明装置となる。
【００１２】
（２）上記（１）に記載の照明装置においては、冷却用の第１通気路及び第２通気路を有
する光源ランプ筐体と、この光源ランプ筐体内に配設され、前記両通気路に連通可能な複
数の流通口を有するリフレクタとをさらに備え、前記冷却装置は、前記リフレクタ内に下
降気流を形成するための流路切り換え装置を有し、この流路切り換え装置は、前記両通気
路を選択的に開閉する開閉装置からなることが好ましい。
このように構成することにより、開閉装置の切り換えによって第１通気路及び第２通気路
を選択的に開閉することが可能となるため、通常の設置状態のみならず天吊りの設置状態
にして使用する場合にもリフレクタ内に下降気流を容易に形成することができる。このた
め、発光管の良好な冷却を行うことが容易となり、ガラスの白濁や発光管の変形及び発光
管の短寿命化や画質の低下を容易に抑制することができる照明装置となる。
【００１３】
（３）上記（１）に記載の照明装置においては、冷却用の第１通気路及び第２通気路を有
する照明装置収納筐体と、この照明装置収納筐体内に配設され、前記両通気路に連通可能
な複数の流通口を有するリフレクタとをさらに備え、前記冷却装置は、前記リフレクタ内
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に下降気流を形成するための流路切り換え装置を有し、この流路切り換え装置は、前記両
通気路を選択的に開閉する開閉装置からなることも好ましい。
このように構成することにより、上記（２）の場合と同様に、開閉装置の切り換えによっ
て第１通気路及び第２通気路を選択的に開閉することが可能となるため、通常の設置状態
のみならず天吊りの設置状態にして使用する場合にもリフレクタ内に下降気流を容易に形
成することができる。このため、発光管の良好な冷却を行うことが容易となり、ガラスの
白濁や発光管の変形及び発光管の短寿命化や画質の低下を容易に抑制することができる照
明装置となる。
なお、この照明装置収納筐体とは、文字通り照明装置を収納するための筐体であるが、照
明装置のみならず照明光学系全体を収納する筐体であってもよいし、プロジェクタ光学系
全体を収納する筐体であってもよい。
【００１４】
（４）上記（２）又は（３）に記載の照明装置においては、前記流通口が前記リフレクタ
の上下部に配置されていることが好ましい。
このように構成することにより、通常の設置状態及び天吊りの設置状態において、上方の
流通口からリフレクタ内に空気流が流入し、リフレクタ内の発光管を冷却して下方の流通
口からリフレクタ外に流出するため、下降気流が形成され易くなる。
【００１５】
（５）上記（２）～（３）のいずれかに記載の照明装置においては、前記開閉装置が前記
プロジェクタの筐体の上下反転動作によって開閉するシャッタを有することが好ましい。
このように構成することにより、プロジェクタの筐体の上下反転動作による重力作用によ
ってシャッタが自動的に開閉されるため、取り扱いが容易なプロジェクタとなる。
【００１６】
（６）上記（２）～（５）のいずれかに記載の照明装置においては、前記開閉装置が自動
又は手動によって開閉するシャッタを有することとしてもよい。
これらの場合、シャッタの開閉を自動で行う場合には電気的に行い、シャッタの開閉を手
動で行う場合には機械的に行う。
【００１７】
（７）上記（２）～（６）のいずれかに記載の照明装置においては、前記リフレクタには
、光束射出方向の反対側に開口する流通口が設けられていてもよい。
この場合、第１通気路又は第２通気路からリフレクタ内に流入した空気流は、リフレクタ
内の発光管を冷却した後に、光束射出方向の反対側の流通口からリフレクタ外に流出する
ことになる。
【００１８】
（８）本発明に係るプロジェクタは、照明光を射出する照明装置と、この照明装置から射
出された照明光を複数の色光に分離する色分離光学系と、この色分離光学系によって分離
された各色光をそれぞれ変調して画像を形成する複数の電気光学変調装置と、これら複数
の電気光学変調装置から射出された変調光を合成する色合成光学系と、この色合成光学系
によって合成された画像を投写面上に投写表示する投写光学系とを備えたプロジェクタに
おいて、前記照明装置は、上記（１）～（７）のいずれかに記載の照明装置であることを
特徴とする。
【００１９】
このため、本発明のプロジェクタによれば、通常の設置状態のみならず天吊りの設置状態
にしてプロジェクタを使用しても、下降気流が形成される。このため、発光管の上側部に
あっては十分に冷却されることとなり、発光管の下側部にあっては過度に冷却されること
はない良好な冷却を行うことが可能となる。このため、ガラスの白濁や発光管の変形及び
発光管の短寿命化や画質の低下を抑制することができるプロジェクタとなる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明が適用された照明装置及びこれを備えたプロジェクタについて、図に示す実
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施の形態に基づいて説明する。
【００２１】
［実施形態１］
図１は、本発明の実施形態１に係るプロジェクタの光学系を示す平面図である。図１にお
いて、符号１で示すプロジェクタは、照明光学系１００と、色分離光学系２００と、リレ
ー光学系３００と、３つの液晶表示装置４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂと、クロスダイク
ロイックプリズム５００と、投写光学系６００とを備えている。各光学系の構成要素は、
クロスダイクロイックプリズム５００を中心に略水平方向に配置されている。
【００２２】
照明光学系１００は、照明装置１１０と、第１のレンズアレイ１２０と、第２のレンズア
レイ１３０と、偏光変換素子１４０と、重畳レンズ１５０とを有している。照明装置１１
０から射出された光束は第１のレンズアレイ１２０によって複数の微小な部分光束に分割
され、各部分光束は第２のレンズアレイ１３０及び重畳レンズ１５０によって照明対象で
ある３つの液晶表示装置４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂの光入射面上で重畳される。
【００２３】
第１のレンズアレイ１２０および第２のレンズアレイ１３０は、小レンズをマトリクス状
に配列して形成されている。
偏光変換素子１４０は、非偏光な光を３つの液晶表示装置４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂ
で利用可能な偏光方向を有する偏光光に揃える機能を有している。
【００２４】
色分離光学系２００は、照明光学系１００から射出される照明光を、それぞれ異なる波長
域の３色の照明光に分離する機能を有している。第１のダイクロイックミラー２１０は、
略赤色の光（以下「Ｒ光」という。）を透過させるとともに、略緑色の光（以下「Ｇ光」
という。）及び略青色の光（以下「Ｂ光」という。）を反射する。第１のダイクロイック
ミラー２１０を透過したＲ光は、反射ミラー２３０で反射され、フィールドレンズ２４０
Ｒを透過してＲ用の液晶表示装置４００Ｒを照明する。
【００２５】
フィールドレンズ２４０Ｒは、照明光学系１００からの複数の部分光束を、それぞれ液晶
表示装置４００Ｒを照明するように集光する。通常、各部分光束が、それぞれ略平行な光
束となるように設定されている。他の液晶表示装置４００Ｇ，４００Ｂの前に配設された
フィールドレンズ２４０Ｇ，３５０も、フィールドレンズ２４０Ｒと同様に構成されてい
る。
【００２６】
第１のダイクロイックミラー２１０で反射されたＧ光とＢ光のうちＧ光は、第２のダイク
ロイックミラー２２０によってさらに反射され、フィールドレンズ２４０Ｇを透過してＧ
用の液晶表示装置４００Ｇを照明する。一方、Ｂ光は、第２のダイクロイックミラー２２
０を透過し、リレー光学系３００を通過してＢ用の液晶表示装置４００Ｂを照明する。
【００２７】
リレー光学系３００は、入射側レンズ３１０，入射側反射ミラー３２０，リレーレンズ３
３０，射出側反射ミラー３４０およびフィールドレンズ３５０を有している。色分離光学
系２００から射出されたＢ光は、入射側レンズ３１０によってリレーレンズ３３０の近傍
で収束し、フィールドレンズ３５０（射出側反射ミラー３４０）に向かって発散する。フ
ィールドレンズ３５０に入射する光束の大きさは、入射側レンズ３１０に入射する光束の
大きさに略等しくなるように設定されている。
【００２８】
各色用の液晶表示装置４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂは、それぞれの光入射面に入射した
色光を、それぞれに対応する色信号（画像信号）に応じた光に変換し、これら変換された
光を透過光として射出する。これら液晶表示装置４００Ｒ，４００Ｇ，４００Ｂの入射側
には入射側偏光板９１８Ｒ，９１８Ｇ，９１８Ｂが、またその射出側には射出側偏光板９
２０Ｒ，９２０Ｇ，９２０Ｂがそれぞれ配置されている。液晶表示装置４００Ｒ，４００
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Ｇ，４００Ｂとしては、透過型の液晶表示装置が用いられる。
【００２９】
クロスダイクロイックプリズム５００は、各色用の液晶表示装置４００Ｒ，４００Ｇ，４
００Ｂから射出される各色の変換光を合成する色合成光学系としての機能を有する。クロ
スダイクロイックプリズム５００において生成された合成光は、投写光学系６００に向か
って射出される。
【００３０】
投写光学系６００は、複数の投写レンズを有し、クロスダイクロイックプリズム５００か
らの合成光を表示画像としてスクリーン（投写画）上に投写表示するように構成されてい
る。
【００３１】
図２は、本発明の実施形態１に係る照明装置を模式化して示す説明図である。図２（ａ）
は正面図であり、図２（ｂ）は断面図である。図３は、通常の設置状態における照明装置
を示す説明図である。図３（ａ）は正面図であり、図３（ｂ）は断面図である。図４は、
天吊りの設置状態における照明装置を示す説明図である。図４（ａ）は正面図であり、図
４（ｂ）は断面図である。
【００３２】
本実施形態に係る照明装置１１０は、図２に示されるように、光源ランプ筐体１１２，リ
フレクタ１１４，透光部材１１６，発光管１１８及び冷却装置１１９から大略構成されて
いる。
【００３３】
光源ランプ筐体１１２は、前後方向に開口し、光学部品収納用筐体（プロジェクタの筐体
）内に配設されている。光源ランプ筐体１１２には、側方に開口する上流側の冷却用通気
路１１２Ａ及びこの冷却用通気路１１２Ａに連通可能な下流側の冷却用通気路１１２Ｂが
設けられている。上流側の冷却用流通気路１１２Ａは単一の通気路によって形成され、下
流側の冷却用通気路１１２Ｂは複数の通気路（第１の冷却用通気路１１２Ｂ1，第２の冷
却用通気路１１２Ｂ2）によって形成されている。また、光源ランプ筐体１１２には、第
１の冷却用通気路１１２Ｂ1及び第２の冷却用通気路１１２Ｂ2にそれぞれ中継空間部ａ，
ｂを介して連通可能な流通口１１２ａ1，１１２ａ2を有する光源ランプ筐体空間部１１２
ａが設けられている。
【００３４】
リフレクタ１１４は、前方（光射出方向）に開口する開口部１１４Ａ及びこの開口部１１
４Ａに連通するリフレクタ空間部１１４Ｂを有し、光源ランプ筐体１１２内に取り付けら
れている。リフレクタ１１４には、断面放物線状の反射部１１４Ｃが設けられている。そ
して、発光管１１８からの照明光を反射し、反射部１１４Ｃの仮想中心軸線Ｌに沿って略
平行に前方に射出するように構成されている。また、リフレクタ１１４には、反射部１１
４Ｃに連接する非反射部１１４Ｄが設けられている。リフレクタ１１４の両側部には、開
口部１１４Ａの近傍に位置し、非反射部１１４Ｄを貫通してそれぞれ中継空間部ａ，ｂに
連通する上下２つの流通口１１４Ｅ，１１４Ｆが設けられている。
なお、リフレクタとしては、断面放物線状の反射部１１４Ｃが設けられているリフレクタ
に限られず、断面が部分楕円状の反射部１１４Ｃが設けられているリフレクタであっても
よい。
【００３５】
流通口１１４Ｅの近傍には、第１の冷却用通気路１１２Ｂ1からリフレクタ１１４内への
空気流を、またリフレクタ１１４から光源ランプ筐体空間部１１２ａへの空気流をそれぞ
れ導入するための整流板１１４Ｅ1が配設されている。流通口１１４Ｆの近傍には、第２
の冷却用通気路１１２Ｂ2からリフレクタ１１４内への空気流を、またリフレクタ１１４
から光源ランプ筐体空間部１１２ａへの空気流をそれぞれ誘導するための整流板１１４Ｆ

1が配設されている。
【００３６】
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透光部材１１６は、リフレクタ１１４の前方に開口部１１４Ａを覆うように配設され、か
つ光源ランプ筐体１１２に取り付けられ、全体が硬質の高耐熱性部材によって形成されて
いる。そして、発光管１１８からの照明光を透過させるように構成されている。
【００３７】
発光管１１８は、石英ガラス製のガラス管１１８Ａを有する高圧水銀ランプからなり、透
光部材１１６の後方に配設され、かつリフレクタ１１４内に配設されている。そして、照
明光を放出するように構成されている。なお、発光管としては、キセノンランプやメタル
ハライドランプ等の他の発光管を用いてもよい。
【００３８】
冷却装置１１９は、プロジェクタの筐体内に外気を吸い込むための吸気用のファン（図示
せず）と、第１の冷却用通気路１１２Ｂ1および第２の冷却用通気路１１２Ｂ2を選択的に
開閉する流路切り換えのための開閉装置１１９Ａ1と、光源ランプ筐体空間部１１２ａの
流通口１１２ａ1，１１２ａ2を選択的に開閉する開閉装置１１９Ａ2と、プロジェクタの
筐体外に内気を吐き出すための排気用のファン（図示せず）とを有している。そして、プ
ロジェクタの筐体を通常の設置状態にして投写する場合及びプロジェクタの筐体を通常の
設置状態から上下反転した設置状態にして投写する場合のいずれの場合にも、リフレクタ
１１４内に下降気流を形成し得るように構成されている。
【００３９】
開閉装置１１９Ａ1は、プロジェクタの筐体の上下反転動作による重力作用によって開閉
（回動）する第１のシャッタ１１９ａ1～第３のシャッタ１１９ａ3と、これらをそれぞれ
回動自在に枢支する第１のヒンジ１１９ａ4～第３のヒンジ１１９ａ6とから大略構成され
ている。第１のシャッタ１１９ａ1～第３のシャッタ１１９ａ3の重量は、プロジェクタの
筐体内に形成される空気流によって開閉しないような重量に設定されている。
【００４０】
第１のシャッタ１１９ａ1及び第１のヒンジ１１９ａ4は、上流側の冷却用通気路１１２Ａ
の終端部（下流部）であって、第１の冷却用通気路１１２Ｂ1及び第２の冷却用通気路１
１２Ｂ2の各始端部（上流部）に位置する部位に配設されている。第２のシャッタ１１９
ａ2及び第２のヒンジ１１９ａ5は、第１の冷却用通気路１１２Ｂ1の終端部であって、中
継空間部ａの近傍に位置する部位に配設されている。第３のシャッタ１１９ａ3及び第３
のヒンジ１１９ａ6は、第２の冷却用通気路１１２Ｂ2の終端部であって、中継空間部ｂの
近傍に位置する部位に配設されている。
【００４１】
これにより、プロジェクタの筐体を（天吊りの設置状態から上下反転した）通常の設置状
態にして投写する場合には、図２（ａ）に実線で示すように、第１のシャッタ１１９ａ1

～第３のシャッタ１１９ａ3が一の方向（正方向）に回動して第１の冷却用通気路１１２
Ｂ1が開放されるとともに、第２の冷却用通気路１１２Ｂ2が閉塞される。一方、プロジェ
クタの筐体を通常の設置状態から上下反転した設置状態にして投写する場合には、図２（
ａ）に２点鎖線で示すように、第１のシャッタ１１９ａ1～第３のシャッタ１１９ａ3が逆
方向に回動して第１の冷却用通気路１１２Ｂ1が閉塞されるとともに、第２の冷却用通気
路１１２Ｂ2が開放される。
【００４２】
開閉装置１１９Ａ2は、プロジェクタの筐体の上下反転動作による重力作用によって開閉
（回動）する第４のシャッタ１１９ａ7及び第５のシャッタ１１９ａ8と、これら第４のシ
ャッタ１１９ａ7，第５のシャッタ１１９ａ8をそれぞれ回動自在に枢支する第４のヒンジ
１１９ａ9及び第５のヒンジ１１９ａ10とから大略構成されている。第４のシャッタ１１
９ａ7及び第５のシャッタ１１９ａ8の重量は、第１のシャッタ１１９ａ1～第３のシャッ
タ１１９ａ3と同様に、プロジェクタの筐体内に形成される空気流によって開閉しないよ
うな重量に設定されている。
【００４３】
第４のシャッタ１１９ａ7及び第４のヒンジ１１９ａ9は、光源ランプ筐体空間部１１２ａ
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と中継空間部ａとの間に配設されている。第５のシャッタ１１９ａ8及び第５のヒンジ１
１９ａ10は、光源ランプ筐体空間部１１２ａと中継空間部ｂとの間に配設されている。
【００４４】
これにより、プロジェクタの筐体を通常の設置状態にして投写する場合には、図２（ｂ）
に実線で示すように、第４のシャッタ１１９ａ7及び第５のシャッタ１１９ａ8が正方向に
回動して流通口１１２ａ1が閉塞されるとともに、流通口１１２ａ2が開放される。一方、
プロジェクタの筐体を通常の設置状態から上下反転した設置状態にして投写する場合には
、図２（ｂ）に２点鎖線で示すように、第４のシャッタ１１９ａ7及び第５のシャッタ１
１９ａ8が逆方向に回動して流通口１１２ａ1が開放されるとともに、流通口１１２ａ2が
閉塞される。
【００４５】
以上の構成により、プロジェクタの筐体を天吊りの設置状態から上下反転した通常の設置
状態にして投写する場合には、図２（ａ）に実線で示すように、第１のシャッタ１１９ａ

1～第３のシャッタ１１９ａ3が正方向に回動して第１の冷却用通気路１１２Ｂ1が開放さ
れるとともに、第２の冷却用通気路１１２Ｂ2が閉塞される。また、図２（ｂ）に実線で
示すように、第４のシャッタ１１９ａ7及び第５のシャッタ１１９ａ8が正方向に回動して
流通口１１２ａ1が閉塞されるとともに、流通口１１２ａ2が開放される。
【００４６】
このため、図３に矢印で示すように、プロジェクタの筐体内に吸気用のファンによって吸
い込まれた空気流が上流側の冷却用通路１１２Ａを通過して第１の冷却用通気路１１２Ｂ

1に流入し、さらに第１の冷却用通気路１１２Ｂ1及び中継空間部ａを通過して流通口１１
４Ｅからリフレクタ１１４内に流入する。そして、リフレクタ１１４内を下降気流として
通過し、流通口１１４Ｆ，中継空間部ｂ及び流通口１１２ａ2を介してリフレクタ１１４
外の光源ランプ筐体空間部１１２ａに流出する。このとき、下降気流によってリフレクタ
１１４内の発光管１１８が冷却される。この後、光源ランプ筐体空間部１１２ａに流出し
た空気流がプロジェクタの筐体外に排気用のファンによって吐き出される。
【００４７】
一方、プロジェクタの筐体を通常の設置状態から上下反転した天吊りの設置状態にして投
写する場合には、図２（ａ）に２点鎖線で示すように、第１のシャッタ１１９ａ1～第３
のシャッタ１１９ａ3が逆方向に回動して第１の冷却用通気路１１２Ｂ1が閉塞されるとと
もに、第２の冷却用通気路１１２Ｂ2が開放される。また、図２（ｂ）に２点鎖線で示す
ように、第４のシャッタ１１９ａ7及び第５のシャッタ１１９ａ8が逆方向に回動して流通
口１１２ａ1が開放されるとともに、流通口１１２ａ2が閉塞される。
【００４８】
このため、図４に矢印で示すように、プロジェクタの筐体内に吸気用のファンによって吸
い込まれた空気流が上流側の冷却用通路１１２Ａを通過して第２の冷却用通気路１１２Ｂ

2に流入し、さらに第２の冷却用通気路１１２Ｂ2及び中継空間部ｂを通過して流通口１１
４Ｆからリフレクタ１１４内に流入する。そして、リフレクタ１１４内を下降気流として
通過し、流通口１１４Ｅ，中継空間部ａ及び流通口１１２ａ1を介してリフレクタ１１４
外の光源ランプ筐体空間部１１２ａに流出する。このとき、下降気流によってリフレクタ
１１４内の発光管１１８が冷却される。この後、光源ランプ筐体空間部１１２ａに流出し
た空気流がプロジェクタの筐体外に排気用のファンによって吐き出される。
【００４９】
したがって、本実施形態においては、通常の設置状態のみならず天吊りの設置状態にして
プロジェクタを使用しても、下降気流が形成される。このため、発光管１１８の上側部に
あっては十分に冷却されることとなり、発光管１１８の下側部にあっては過度に冷却され
ることはない良好な冷却を行うことが可能となる。このため、ガラスの白濁や発光管の変
形及び発光管の短寿命化や画質の低下を抑制することができる照明装置となる。
【００５０】
［実施形態２］
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図５は、本発明の実施形態２に係る照明装置を模式化して示す説明図である。図５（ａ）
は正面図であり、図５（ｂ）は断面図である。図５において、図３と同一の部材について
は同一の符号を付し、詳細な説明は省略する。
本実施形態に示す照明装置１１０は、図５に示されるように、吸気用のファン，流路切り
換えのための開閉装置１１９Ａ1，流通口開閉のための開閉装置１１９Ａ2及び排気用のフ
ァンを有する冷却装置１１９を備え、さらにリフレクタ１１４に光束射出方向の反対側に
開口する流通口１１４Ｇが設けられている点に特徴がある。
【００５１】
このため、通常の設置状態における使用時には、流通口１１４Ｅからリフレクタ１１４内
に流入する空気流がリフレクタ１１４内，流通口１１４Ｆ及び中継空間部ｂを通過して流
通口１１２ａ2から、またリフレクタ１１４内を通過して流通口１１４Ｇからそれぞれ光
源ランプ筐体空間部１１２ａに流出する。一方、天吊りの設置状態における使用時には流
通口１１４Ｆからリフレクタ１１４内に流入する空気流がリフレクタ１１４内，流通口１
１４Ｅ及び中継空間部ａを通過して流通口１１２ａ1から、またリフレクタ１１４内を通
過して流通口１１４Ｇからそれぞれ光源ランプ筐体空間部１１２ａに流出する。
【００５２】
したがって、本実施形態においても、実施形態１と同様に、通常の設置状態のみならず天
吊りの設置状態にしてプロジェクタを使用しても、下降気流が形成される。このため、発
光管１１８の上側部にあっては十分に冷却されることとなり、発光管１１８の下側部にあ
っては過度に冷却されることはない良好な冷却を行うことが可能となる。このため、ガラ
スの白濁や発光管の変形及び発光管の短寿命化や画質の低下を抑制することができる照明
装置となる。
【００５３】
［実施形態３］
図６は、本発明の実施形態３に係る照明装置を模式化して示す説明図である。図６（ａ）
は正面図であり、図６（ｂ）は断面図である。図６において、図３と同一の部材について
は同一の符号を付し、詳細な説明は省略する。
本実施形態に示す照明装置は、図６に示されるように、吸気用のファン，流路切り換えの
ための開閉装置１１９Ａ1及び排気用のファンを有する冷却装置１１９を備え、さらにリ
フレクタ１１４に後方に開口する流通口１１４Ｇが設けられている点に特徴がある。
【００５４】
このため、通常の設置状態における使用時には、流通口１１４Ｅからリフレクタ１１４内
に流入する空気流がリフレクタ１１４内を通過して流通口１１４Ｇから光源ランプ筐体空
間部１１２ａに流出する。一方、天吊りの設置状態における使用時には流通口１１４Ｆか
らリフレクタ１１４内に流入する空気流がリフレクタ１１４内を通過して流通口１１４Ｇ
から光源ランプ筐体空間部１１２ａに流出する。
【００５５】
したがって、本実施形態においても、実施形態１と同様に、通常の設置状態のみならず天
吊りの設置状態にしてプロジェクタを使用しても、下降気流が形成される。このため、発
光管１１８の上側部にあっては十分に冷却されることとなり、発光管１１８の下側部にあ
っては過度に冷却されることはない良好な冷却を行うことが可能となる。このため、ガラ
スの白濁や発光管の変形及び発光管の短寿命化や画質の低下を抑制することができる照明
装置となる。
【００５６】
［実施形態４］
図７は、本発明の実施形態４に係る照明装置を模式化して示す説明図である。図７（ａ）
は正面図であり、図７（ｂ）は断面図である。
本実施形態に示す照明装置２１０は、図７に示されるように、冷却用通気路２１２Ｂ1及
び冷却用通気路２１２Ｂ2を有する照明装置収納筐体２３０と、照明装置収納筐体２３０
内に配設され、両通気路２１２Ｂ1，２１２Ｂ2に連通可能な上下２つの流通口２１２ａ1
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，２１２ａ2を有するリフレクタ２１４とをさらに備え、リフレクタ２１４内に下降気流
を形成するための流路切り換え装置からなる冷却装置２１９を有し、流路切り換え装置は
、両通気路２１２Ｂ1，２１２Ｂ2を選択的に開閉する開閉装置２１９Ａ1，２１９Ａ2から
なっている。
【００５７】
したがって、本実施形態においても、実施形態１と同様に、通常の設置状態のみならず天
吊りの設置状態にしてプロジェクタを使用しても、下降気流が形成される。このため、発
光管２１８の上側部にあっては十分に冷却されることとなり、発光管２１８の下側部にあ
っては過度に冷却されることはない良好な冷却を行うことが可能となる。このため、ガラ
スの白濁や発光管の変形及び発光管の短寿命化や画質の低下を抑制することができる照明
装置となる。
【００５８】
さらに、本実施形態に示す照明装置２１０は、図７に示されるように、冷却用通気路２１
２Ａ及び冷却用通気路２１２Ｂが、照明装置収納筐体２３０に設けられている点を特徴と
している。
【００５９】
このため、本実施形態に係る照明装置２１０によれば、実施形態１～３に係る照明装置と
比較して、光学ランプ筐体を単純な構造にすることができるようになるため、光源ランプ
交換の際の費用を低減することができるという効果もある。なお、本実施形態においては
、照明装置収納筐体２３０はプロジェクタ光学系全体をも収納する筐体となっている。
【００６０】
なお、上記した各実施形態における流路切り換え装置は、プロジェクタの筐体の上下反転
動作による重力作用によって各シャッタを回動（開閉）させ、第１の冷却用通気路１１２
Ｂ1，２１２Ｂ1及び第２の冷却用通気路１１２Ｂ2，２１２Ｂ2を選択的に開閉する場合に
ついて説明したが、本発明はこれに限定されず、流路切り換え装置としては、電気的に自
動開閉されるシャッタを有する開閉装置又は機械的に手動開閉されるシャッタを有する開
閉装置を用いることができる。さらに前者の場合、通常モード又は天吊りモードの切り換
え動作による映像の反転動作に連動して第１の冷却用通気路及び第２の冷却用通気路を選
択的に開閉するものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態１に係るプロジェクタの光学系を示す平面図。
【図２】　本発明の実施形態１に係る照明装置を模式化して示す説明図。
【図３】　通常の設置状態における照明装置を示す説明図。
【図４】　天吊りの設置状態における照明装置を示す説明図。
【図５】　本発明の実施形態２に係る照明装置を模式化して示す説明図。
【図６】　本発明の実施形態３に係る照明装置を模式化して示す説明図。
【図７】　本発明の実施形態４に係る照明装置を模式化して示す説明図。
【図８】　従来の照明装置の構造を示す断面図。
【符号の説明】
１　プロジェクタ、１００　照明光学系、１１０，２１０　照明装置、１１２，２１２　
光源ランプ筐体、１１２Ａ，２１２Ａ　上流側の冷却用通気路、１１２Ｂ，２１２Ｂ　下
流側の冷却用通気路、１１２Ｂ1，２１２Ｂ1　第１の冷却用通気路、１１２Ｂ2，２１２
Ｂ2　第２の冷却用通気路、１１２ａ　光源ランプ筐体空間部、２１２ａ　光源ランプ筐
体空間部（リフレクタ空間部）、１１２ａ1，１１２ａ2，２１２ａ1，２１２ａ2　流通口
、１１４，２１４　リフレクタ、１１４Ａ，２１４Ａ　開口部、１１４Ｂ，２１４Ｂ　リ
フレクタ空間部、１１４Ｃ，２１４Ｃ　反射部、１１４Ｄ，２１４Ｄ　非反射部、１１４
Ｅ，１１４Ｆ，２１４Ｅ，２１４Ｆ　流通口、１１４Ｅ1，１１４Ｆ1，２１４Ｅ1，２１
４Ｆ1　整流板、１１９，２１９　冷却装置、１１９Ａ1，１１９Ａ2，２１９Ａ1，２１９
Ａ2　開閉装置、１１９ａ1，２１９ａ1　第１のシャッタ、１１９ａ2，２１９ａ2　第２
のシャッタ、１１９ａ3，２１９ａ3　第３のシャッタ、１１９ａ4，２１９ａ4　第１のヒ
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ンジ、１１９ａ5，２１９ａ5　第２のヒンジ、１１９ａ6，２１９ａ6　第３のヒンジ、１
１９ａ7，２１９ａ7　第４のシャッタ、１１９ａ8，２１９ａ8　第５のシャッタ、１１９
ａ9，２１９ａ9　第４のヒンジ、１１９ａ10，２１９ａ10　第５のヒンジ、１１６，２１
６　透光部材、１１８，２１８　発光管、２３０　照明装置収納筐体、４００Ｒ，４００
Ｇ，４００Ｂ　液晶表示装置、５００　クロスダイクロイックプリズム、６００　投写光
学系、ａ，ｂ　中継空間部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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